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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 218,098 3.4 16,478 38.6 16,274 22.8 11,542 31.2

2025年３月期 210,856 1.2 11,887 21.5 13,255 12.0 8,797 50.7
(注) 包括利益 2026年３月期 12,783百万円( 46.0％) 2025年３月期 8,757百万円(△24.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 119.94 ― 7.9 5.0 7.6

2025年３月期 91.25 ― 6.4 4.3 5.6
(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 △39百万円 2025年３月期 △51百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 340,137 151,454 44.5 1,572.51

2025年３月期 312,462 141,656 45.2 1,468.54
(参考) 自己資本 2026年３月期 151,342百万円 2025年３月期 141,314百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 18,465 △32,288 13,907 36,558

2025年３月期 9,689 △17,792 6,721 36,213

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 ― 14.50 ― 14.50 29.00 2,790 31.8 2.0

2026年３月期 ― 15.00 ― 23.00 38.00 3,657 31.7 2.5

2027年３月期(予想) ― 19.50 ― 19.50 39.00 31.3

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 100,000 2.0 5,400 10.8 4,700 4.5 3,500 5.2 36.37
通 期 221,000 1.3 17,500 6.2 16,500 1.4 12,000 4.0 124.69



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 97,244,472株 2025年３月期 97,244,472株

② 期末自己株式数 2026年３月期 1,002,035株 2025年３月期 1,017,041株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 96,236,584株 2025年３月期 96,410,990株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 112,703 △0.5 2,952 55.8 3,760 △11.8 2,902 15.6
2025年３月期 113,263 △0.0 1,894 46.3 4,262 △1.5 2,511 △43.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 30.16 ―

2025年３月期 26.05 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 293,443 93,338 31.8 969.83

2025年３月期 269,729 92,348 34.2 959.69

(参考) 自己資本 2026年３月期 93,338百万円 2025年３月期 92,348百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料５ページ「１．経営成績等
の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、訪日外客数が過去最多となる年間4,000万人を突破したインバウンド需要

の拡大に加え、企業収益の改善や賃上げによる雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな回復基調で推移しまし

た。一方で、物価上昇が継続する中、消費者の節約志向や選別消費の傾向は根強く、個人消費の先行きには不透明

感が残りました。また、米国の通商政策や中東情勢等の地政学リスクの影響、為替及び長期金利の動向など懸念材

料が多岐にわたっており、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

このような状況下におきまして、当社グループは前期より８つのセグメントを今後の成長性・収益性の拡大を担

う「グロース領域」と安定した収益性・継続性・社会性を主眼においた「サステナブル領域」の２つにグルーピン

グをし、それぞれに適した経営資源の配分や事業展開を図っております。

その結果、当連結会計年度の売上高は218,098百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益は16,478百万円（同38.6

％増）となりました。経常利益は前年同期と比べ為替差益が増加した一方で、支払利息の増加やシンジケートロー

ンの締結にかかわる支払手数料が発生したことなどにより16,274百万円（同22.8％増）となりました。親会社株主

に帰属する当期純利益は11,542百万円（同31.2％増）となりました。

セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

〔プロパティ事業〕

国内ホテル事業においては、国内旅行需要の高まりや訪日外客数が増加したことなどにより増収増益となりま

した。国内都市型ホテルにおいては、すべてのホテルが堅調に推移し増収増益となりました。特に当期より本格

稼働した札幌ホテルbyグランベルや2025年７月に開業した小樽グランベルホテル、万博が開催された大阪エリア

のホテルにおいて稼働率及び客室単価が上昇したため好調な推移となりました。なお、訪日中国人観光客の減少

による影響は当期末時点においても限定的となっております。国内リゾート型ホテルにおいては、2025年９月に

取得した秋保温泉のホテル瑞鳳及び秋保グランドホテルの上乗せ効果もあり増収増益となりました。また販売用

不動産の売却により1,042百万円の売却益が発生しました。この結果、売上高は49,701百万円（同38.3％増）とな

り、セグメント利益は8,553百万円（同62.7％増）となりました。

〔化粧品健康食品事業〕

化粧品通販事業においては、新規顧客の獲得数減少や新規購入者の定期コースへの引上げ率低下などにより減

収となりました。一方で、非効率な広告宣伝を控え収益性の確保を優先したため増益となりました。健康食品通

販事業においては、新規顧客の獲得効率改善は不十分であったものの、既存顧客の定期コース継続率が改善傾向

となったため減収増益となりました。この結果、売上高は11,439百万円（同17.4％減）となり、セグメント利益

は735百万円（同2.3％増）となりました。

〔グルメ事業〕

グルメ通販事業においては、食品頒布ジャンルが好調に推移したことに加え、卸売上の増加により増収となり

ました。一方で、原価率の高い卸売上の構成比が上昇したことなどにより減益となりました。ワイン通販事業に

おいては、円安の影響により原価率は悪化したものの、新規顧客獲得が好調に推移したため増収増益となりまし

た。この結果、売上高は33,736百万円（同5.2％増）となり、セグメント利益は1,316百万円（同5.1％増）となり

ました。

〔ナース関連事業〕

看護師向け通販事業においては、一部販売経路における商品価格やサービスレベルの見直し、カタログ媒体の

発行数量を抑制するなど収益性の改善を重視したため減収増益となりました。不採算事業であった看護師転職サ

イト「ナースキャリアネクスト」のサービスを2025年６月30日に終了したこともあり、この結果、売上高は

12,304百万円（同2.5％減）となり、セグメント利益は651百万円（同60.6％増）となりました。
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〔呉服関連事業〕

和装販売事業においては、出店するショッピングセンターの閉鎖に伴う既存店舗の減少や１店舗当りの購入者

数が前年同期と比べ減少したことなどにより減収となりました。一方で、仕入原価の改善及び販売単価が上昇し

たため増益となりました。衣裳レンタル事業においては、キャンセル率の増加はあったものの、早期受注会の実

施による卒業式袴レンタルの受注増加により増収増益となりました。この結果、売上高は22,562百万円（同1.5％

減）となり、セグメント利益は1,375百万円（同10.0％増）となりました。

〔アパレル・雑貨事業〕

アパレル・雑貨通販事業においては、原材料・資材価格の高止まりを受け仕入原価が上昇する中、ＤＭ配送費

の値上げも受けたため収益性を重視し広告宣伝費の抑制を図りました。不採算事業であったファッションＥＣモ

ールとインポートブランド品ＥＣサイトのサービスを終了したことにより減収となりましたが収益性は改善しま

した。この結果、売上高は68,910百万円（同7.9％減）となり、セグメント損失は408百万円（前年同期は1,696百

万円のセグメント損失）となりました。

〔その他の事業〕

アパレル卸売事業においては、クライアント各社の展開縮小が継続しており今後の収益性の改善が見込めない

ことや委託販売方式を主にしていることによる在庫リスクの拡大を回避するため事業の縮小を図りました。また、

今後は委託販売方式による卸売からは撤退することといたしました。旅行代理店事業においては、成長性を優先

した事業展開を図ったため増収となり収益性は改善しました。この結果、売上高は2,839百万円（同0.4％増）と

なり、セグメント損失は189百万円（前年同期は399百万円のセグメント損失）となりました。

〔データベース活用事業〕

封入・同送サービス事業においては、アパレル・雑貨通販事業におけるカタログ発行数及び商品発送数の減少

などにより減収減益となりました。フルフィルメント受託サービス事業においては、物流サービス及びコールセ

ンターサービスにおいて新規クライアントが順調に獲得できたことや既存クライアントの売上が拡大した一方で、

人件費が上昇したことやコールセンターの新設に伴いイニシャルコストが発生したことなどにより増収減益とな

りました。ファイナンス事業においては、ネット経由の新規申込数が増加する中、ターゲットとする顧客層を効

率的に獲得できたことなどにより増収増益となりました。この結果、売上高は17,949百万円（同4.9％増）とな

り、セグメント利益は4,514百万円（同12.5％減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末比15百万円増加し、131,458百万円となりました。これ

は主に、商品及び製品が2,100百万円、仕掛販売用不動産が1,690百万円減少した一方で、営業貸付金が3,288百万

円、販売用不動産が1,657百万円増加したことによるものであります。固定資産は、前連結会計年度末比27,660百万

円増加し、208,679百万円となりました。これは主に、建物及び構築物が12,243百万円、リース資産が1,661百万円、

土地が7,995百万円、建設仮勘定が6,022百万円、投資有価証券が1,654百万円増加したことによるものであります。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末比27,675百万円増加し、340,137百万円となりました。

（負債）

当連結会計年度末における流動負債は、前連結会計年度末比8,284百万円減少し、53,332百万円となりました。こ

れは主に、支払手形及び買掛金が1,320百万円、短期借入金が6,193百万円、未払費用が1,091百万円減少したことに

よるものであります。固定負債は、前連結会計年度末比26,162百万円増加し、135,351百万円となりました。これは

主に、長期借入金が24,324百万円、リース債務が1,585百万円増加したことによるものであります。この結果、負債

合計は、前連結会計年度末比17,877百万円増加し、188,683百万円となりました。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末比9,797百万円増加し、151,454百万円となりまし

た。この結果、自己資本比率は44.5％となりました。



株式会社ベルーナ(9997) 2026年３月期 決算短信

- 4 -

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末比

345百万円増の36,558百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、18,465百万円（前年同期は9,689百万円の増加）となりま

した。主な増加要因は、税金等調整前当期純利益16,671百万円、減価償却費7,303百万円、棚卸資産の減少2,049百

万円、その他流動資産の減少2,122百万円などであります。主な減少要因は、営業貸付金の増加3,302百万円、仕入

債務の減少2,316百万円、その他の流動負債の減少1,221百万円、利息支払額1,413百万円、法人税等の支払額4,957

百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、32,288百万円（前年同期は17,792百万円の減少）となり

ました。主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出33,307百万円、投資有価証券の取得による支出1,931百万

円などであります。主な増加要因は、投資有価証券の売却による収入2,762百万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動による資金の増加は、13,907百万円（前年同期は6,721百万円の増加）となりま

した。主な増加要因は、短期借入金の純増減額1,040百万円、長期借入れによる収入50,150百万円などであります。

主な減少要因は、長期借入金の返済による支出33,927百万円、配当金の支払額2,838百万円などであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 46.5 43.9 45.0 45.2 44.5

時価ベースの自己資本比率 27.6 23.8 19.9 29.1 24.6

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

11.8 13.5 9.4 13.4 8.1

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

29.1 23.8 26.7 12.4 13.1

自己資本比率：自己資本／純資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象と

しております。
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（４）今後の見通し

今後のわが国経済は、インバウンド需要の継続的な拡大や労働市場の引き締まりに伴う賃上げの定着と雇用・所

得環境の安定化を背景に、個人消費の緩やかな持ち直しが見込まれております。一方で、エネルギー・食料品価格

の動向に左右される物価の推移、消費者の購買力と意欲のバランス変化など、個人消費の先行きには依然として不

確実性が存在します。さらに、米国の通商政策や中東情勢等の地政学リスク、円相場の変動及び国際金融市場の不

安定性といった外部要因が経済に与える影響も予断を許さず、グローバルな経済環境の不透明感が継続する可能性

が高いと認識しております。

当社グループにおきましては、１つ１つの事業を太く強くし、外部環境の急激な変化にも対応できるよう引き続

きポートフォリオ経営の成熟を進めて参ります。インバウンドの更なる拡大が期待できるホテル展開を軸としたプ

ロパティ事業と、消費マインドの影響を受けにくい専門的事業領域である化粧品健康食品事業、グルメ事業、ナー

ス関連事業については利益成長を担う事業と位置づけ積極的に展開をして参ります。また、アパレル・雑貨事業、

呉服関連事業、データベース活用事業については収益性・効率性の最大化を目指し展開をして参ります。各セグメ

ント目標の達成を目指すと共に、外部環境に適応した事業推進、実践的人材の育成強化を重点的に進めて参りま

す。

次期連結業績予想については、売上高は221,000百万円、営業利益17,500百万円、経常利益は16,500百万円、親会

社株主に帰属する当期純利益は12,000百万円となる見通しです。現在の見通しには、潜在的なリスクや不確実性を

含んでおり、本資料発表時点で想定しうる影響額及び足元の状況を織り込んでおりますが、これらの見通しとは異

なる結果になる可能性があります。今後、新たに業績見通しが変動する場合には、速やかにお知らせします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、

国際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,414 34,531

受取手形 12 8

売掛金 10,854 11,502

営業貸付金 34,466 37,755

有価証券 314 422

商品及び製品 25,664 23,564

原材料及び貯蔵品 1,372 1,492

販売用不動産 7,182 8,839

仕掛販売用不動産 1,690 -

その他 15,448 14,497

貸倒引当金 △978 △1,154

流動資産合計 131,443 131,458

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 113,461 129,597

減価償却累計額 △29,430 △33,323

建物及び構築物（純額） 84,031 96,274

機械装置及び運搬具 12,509 12,650

減価償却累計額 △5,209 △6,042

機械装置及び運搬具（純額） 7,299 6,607

工具、器具及び備品 7,175 7,724

減価償却累計額 △4,599 △5,491

工具、器具及び備品（純額） 2,575 2,233

土地 47,410 55,406

リース資産 2,933 5,005

減価償却累計額 △1,119 △1,530

リース資産（純額） 1,813 3,475

建設仮勘定 2,823 8,845

有形固定資産合計 145,954 172,843

無形固定資産

のれん 2,682 2,064

リース資産 556 446

その他 8,581 8,055

無形固定資産合計 11,820 10,566

投資その他の資産

投資有価証券 14,576 16,231

長期貸付金 1,986 2,101

破産更生債権等 271 279

繰延税金資産 1,318 1,477

その他 5,835 5,966

貸倒引当金 △744 △786

投資その他の資産合計 23,244 25,269

固定資産合計 181,018 208,679

資産合計 312,462 340,137



株式会社ベルーナ(9997) 2026年３月期 決算短信

- 7 -

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,601 8,281

電子記録債務 3,259 2,688

未払費用 13,995 12,904

短期借入金 24,849 18,655

１年内償還予定の社債 5 -

リース債務 472 539

未払法人税等 2,678 3,598

契約負債 3,452 2,993

賞与引当金 984 1,091

店舗閉鎖損失引当金 65 15

その他 2,251 2,564

流動負債合計 61,616 53,332

固定負債

長期借入金 102,853 127,178

利息返還損失引当金 242 229

リース債務 2,079 3,664

退職給付に係る負債 223 120

役員退職慰労引当金 249 248

資産除去債務 1,069 1,090

修繕引当金 147 253

その他 2,324 2,566

固定負債合計 109,189 135,351

負債合計 170,805 188,683

純資産の部

株主資本

資本金 10,612 10,612

資本剰余金 11,375 11,378

利益剰余金 118,956 127,659

自己株式 △794 △782

株主資本合計 140,149 148,868

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,136 3,399

繰延ヘッジ損益 159 △124

土地再評価差額金 △7 △7

為替換算調整勘定 △1,163 △864

退職給付に係る調整累計額 38 71

その他の包括利益累計額合計 1,164 2,474

非支配株主持分 342 111

純資産合計 141,656 151,454

負債純資産合計 312,462 340,137
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 210,856 218,098

売上原価 81,604 80,881

売上総利益 129,251 137,217

販売費及び一般管理費 117,364 120,739

営業利益 11,887 16,478

営業外収益

受取利息 344 402

受取配当金 479 453

受取賃貸料 34 34

支払不要債務益 30 25

受取補償金 45 47

為替差益 907 1,171

助成金収入 5 97

投資事業組合運用益 413 -

その他 382 418

営業外収益合計 2,643 2,650

営業外費用

支払利息 783 1,417

支払手数料 97 954

減価償却費 22 20

店舗閉鎖損失 151 242

店舗閉鎖損失引当金繰入額 65 15

その他 155 205

営業外費用合計 1,275 2,855

経常利益 13,255 16,274
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 10 4

投資有価証券売却益 361 1,158

投資有価証券償還益 0 -

関係会社株式売却益 - 535

その他 - 88

特別利益合計 372 1,786

特別損失

固定資産売却損 37 -

固定資産除却損 45 18

投資有価証券評価損 - 135

為替換算調整勘定取崩損 28 -

減損損失 160 698

和解金 14 39

その他 130 497

特別損失合計 416 1,389

税金等調整前当期純利益 13,211 16,671

法人税、住民税及び事業税 4,600 5,773

法人税等調整額 △219 △572

法人税等合計 4,381 5,200

当期純利益 8,829 11,470

非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△）

32 △71

親会社株主に帰属する当期純利益 8,797 11,542
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 8,829 11,470

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △891 1,262

繰延ヘッジ損益 △336 △283

為替換算調整勘定 1,118 300

退職給付に係る調整額 37 32

その他の包括利益合計 △72 1,312

包括利益 8,757 12,783

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 8,713 12,852

非支配株主に係る包括利益 43 △69
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 10,612 10,950 112,545 △455 133,652

当期変動額

剰余金の配当 △2,386 △2,386

親会社株主に帰属する当

期純利益
8,797 8,797

自己株式の取得 △345 △345

自己株式の処分 0 6 6

連結子会社株式の取得に

よる持分の増減
425 425

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
-

当期変動額合計 - 424 6,411 △338 6,497

当期末残高 10,612 11,375 118,956 △794 140,149

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 3,028 496 △7 △1,979 1 1,539 990 136,182

当期変動額

剰余金の配当 - △2,386

親会社株主に帰属する当

期純利益
- 8,797

自己株式の取得 - △345

自己株式の処分 - 6

連結子会社株式の取得に

よる持分の増減
- 425

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
△891 △336 - 816 37 △374 △648 △1,023

当期変動額合計 △891 △336 - 816 37 △374 △648 5,474

当期末残高 2,136 159 △7 △1,163 38 1,164 342 141,656
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 10,612 11,375 118,956 △794 140,149

当期変動額

剰余金の配当 △2,838 △2,838

親会社株主に帰属する当

期純利益
11,542 11,542

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 2 11 14

連結子会社株式の取得に

よる持分の増減
-

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
-

当期変動額合計 - 2 8,703 11 8,718

当期末残高 10,612 11,378 127,659 △782 148,868

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 2,136 159 △7 △1,163 38 1,164 342 141,656

当期変動額

剰余金の配当 - △2,838

親会社株主に帰属する当

期純利益
- 11,542

自己株式の取得 - △0

自己株式の処分 - 14

連結子会社株式の取得に

よる持分の増減
- -

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
1,262 △283 298 32 1,310 △230 1,079

当期変動額合計 1,262 △283 - 298 32 1,310 △230 9,797

当期末残高 3,399 △124 △7 △864 71 2,474 111 151,454
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 13,211 16,671

減価償却費 5,977 7,303

減損損失 160 698

のれん償却額 354 412

貸倒引当金の増減額（△は減少） 132 184

賞与引当金の増減額（△は減少） △74 106

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △52 △56

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △93 △13

修繕引当金の増減額（△は減少） 29 105

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 65 △50

受取利息及び受取配当金 △823 △855

支払利息 783 1,417

投資有価証券売却損益（△は益） △361 △1,158

投資有価証券評価損益（△は益） - 135

為替差損益（△は益） △54 △472

固定資産除却損 45 18

有形固定資産売却損益（△は益） 27 △4

売上債権の増減額（△は増加） △166 △603

営業貸付金の増減額（△は増加） △2,761 △3,302

棚卸資産の増減額（△は増加） 583 2,049

販売用不動産の増減額（△は増加） △161 △14

その他の流動資産の増減額（△は増加） 318 2,122

仕入債務の増減額（△は減少） △3,316 △2,316

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,413 △1,221

その他の固定負債の増減額（△は減少） 154 164

その他 1,019 2,600

小計 13,584 23,921

利息及び配当金の受取額 818 843

利息の支払額 △782 △1,413

法人税等の還付額 256 71

法人税等の支払額 △4,187 △4,957

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,689 18,465
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 155 0

有形固定資産の取得による支出 △15,031 △33,307

有形固定資産の売却による収入 28 4

無形固定資産の取得による支出 △315 △180

投資有価証券の取得による支出 △2,152 △1,931

投資有価証券の売却による収入 1,367 2,762

関係会社株式の売却による収入 - 641

貸付けによる支出 △10 △9

貸付金の回収による収入 5 209

差入保証金の差入による支出 △124 △486

差入保証金の回収による収入 262 131

その他の支出 △174 △133

その他の収入 2 10

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,806 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,792 △32,288

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,950 1,040

長期借入れによる収入 24,527 50,150

長期借入金の返済による支出 △13,257 △33,927

社債の償還による支出 △5,015 △5

自己株式の取得による支出 △345 △0

配当金の支払額 △2,386 △2,838

非支配株主への配当金の支払額 △120 △40

リース債務の返済による支出 △492 △516

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△146 △120

セール・アンド・リースバックによる収入 7 165

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,721 13,907

現金及び現金同等物に係る換算差額 349 260

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,032 345

現金及び現金同等物の期首残高 37,245 36,213

現金及び現金同等物の期末残高 36,213 36,558
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、８つのセグメントを今後の成長性・収益性の拡大を担う「グロース領域」と、安定した収益性・

継続性・社会性を主眼においた「サステナブル領域」の２つにグルーピングをし、それぞれに適した経営資源の配分、

事業展開を図っております。当社グループは、「プロパティ事業」「化粧品健康食品事業」「グルメ事業」「ナース

関連事業」「呉服関連事業」「アパレル・雑貨事業」「その他の事業」「データベース活用事業」の８つを報告セグ

メントとしております。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

グロース領域

① プロパティ事業
不動産事業（オフィスビル等の賃貸・開発・販売）、ホテル事業、太陽光発

電事業、ゴルフ場運営事業、飲食店事業

② 化粧品健康食品事業 化粧品通販、健康食品通販

③ グルメ事業 食品通販、日本酒通販、ワイン通販

④ ナース関連事業 看護師向け通販、看護師人材紹介

サステナブル領域

⑤ 呉服関連事業 和装店舗、大学生の卒業式袴等衣裳レンタル事業

⑥ アパレル・雑貨事業 ミセス層中心のカタログ・ネット通販、ネット専門通販、アパレル店舗

⑦ その他の事業 卸売事業、旅行代理店事業等

⑧ データベース活用事業
封入・同送サービス事業、通販代行サービス、会員向けファイナンス事業、

物流３ＰＬ事業

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法と同

一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益(のれん償却前)ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)
(単位：百万円)

グロース領域 サステナブル領域
データ
ベース
活用
事業

調整額
(注１)

連結財
務諸表
計上額
(注２)

プロパティ

事業

化粧品
健康食品
事業

グルメ
事業

ナース
関連
事業

呉服関連

事業

アパレル
・雑貨
事業

その他の

事業

売上高

外部顧客への売上高 35,395 13,845 31,652 12,623 22,824 74,662 2,770 17,081 - 210,856

セグメント間の内部
売上高又は振替高

546 1 420 0 73 173 57 37 △1,310 -

計 35,941 13,847 32,073 12,623 22,897 74,836 2,827 17,118 △1,310 210,856

セグメント利益(又は
セグメント損失△)

5,256 719 1,252 405 1,250 △1,696 △399 5,161 △61 11,887

セグメント資産 153,220 8,447 14,908 8,251 12,600 67,288 2,261 42,432 3,051 312,462

その他の項目

減価償却費(注３) 3,188 71 432 98 181 1,914 30 150 － 6,067

のれんの償却額 － － － － － － － － 354 354

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額
(注３)

14,131 17 168 18 380 439 17 54 － 15,228

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。
(1) セグメント利益（又はセグメント損失△）の調整額は、セグメント間の連結消去仕訳292百万円とのれん

償却費△354百万円であります。
(2) セグメント資産の調整額は、当社の福利厚生施設368百万円、のれんの当期末残高2,682百万円でありま

す。
２．セグメント利益（又はセグメント損失△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
３．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前払費用と同費用にかかる償却額が含まれて

おります。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)
(単位：百万円)

グロース領域 サステナブル領域
データ
ベース
活用
事業

調整額
(注１)

連結財
務諸表
計上額
(注２)

プロパティ

事業

化粧品
健康食品
事業

グルメ
事業

ナース
関連
事業

呉服関連

事業

アパレル
・雑貨
事業

その他の

事業

売上高

外部顧客への売上高 49,106 11,438 33,295 12,304 22,467 68,804 2,791 17,890 － 218,098

セグメント間の内部
売上高又は振替高

594 1 440 0 95 106 48 59 △1,334 －

計 49,701 11,439 33,736 12,304 22,562 68,910 2,839 17,949 △1,334 218,098

セグメント利益(又は
セグメント損失△)

8,553 735 1,316 651 1,375 △408 △189 4,514 △70 16,478

セグメント資産 177,686 7,073 13,432 7,722 12,941 71,793 1,356 45,701 2,429 340,137

その他の項目

減価償却費(注３) 4,819 49 406 78 206 1,714 22 110 － 7,410

のれんの償却額 － － － － － － － － 412 412

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額
(注３)

34,883 21 53 46 207 440 5 213 － 35,871

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。
(1) セグメント利益（又はセグメント損失△）の調整額は、セグメント間の連結消去仕訳342百万円とのれん

償却費△412百万円であります。
(2) セグメント資産の調整額は、当社の福利厚生施設365百万円、のれんの当期末残高2,064百万円でありま

す。
２．セグメント利益（又はセグメント損失△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
３．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前払費用と同費用にかかる償却額が含まれて

おります。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 その他 合計

131,360 14,593 145,954

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 その他 合計

158,474 14,368 172,843

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

グロース領域 サステナブル領域
データ
ベース
活用事業

全社・
消去

合計プロパテ
ィ事業

化粧品
健康食品
事業

グルメ
事業

ナース
関連事業

呉服関連
事業

アパレル
・雑貨
事業

その他の
事業

減損損失 67 － － 6 9 77 － － － 160

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

グロース領域 サステナブル領域
データ
ベース
活用事業

全社・
消去

合計プロパテ
ィ事業

化粧品
健康食品
事業

グルメ
事業

ナース
関連事業

呉服関連
事業

アパレル
・雑貨
事業

その他の
事業

減損損失 333 － － － 13 126 － － 224 698
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

グロース領域 サステナブル領域
データ
ベース
活用事業

全社・
消去

合計プロパテ
ィ事業

化粧品
健康食品
事業

グルメ
事業

ナース
関連事業

呉服関連
事業

アパレル
・雑貨
事業

その他の
事業

当期償却額 － － － － － － － － 354 354

当期末残高 － － － － － － － － 2,682 2,682

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

グロース領域 サステナブル領域
データ
ベース
活用事業

全社・
消去

合計プロパテ
ィ事業

化粧品
健康食品
事業

グルメ
事業

ナース
関連事業

呉服関連
事業

アパレル
・雑貨
事業

その他の
事業

当期償却額 － － － － － － － － 412 412

当期末残高 － － － － － － － － 2,064 2,064

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 1,468.54円 1,572.51円

１株当たり当期純利益金額 91.25円 119.94円

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

－円 －円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益金額(百万円) 8,797 11,542

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

8,797 11,542

期中平均株式数(千株) 96,410 96,236

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


